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《2016 年度第１回大会（総 66 回）：2016 年 7 月 2 日（土） 於：東京大学》 

（Ⅰ）何組卜辭字體研究─兼論甲骨文字分類的幾個問題 

陳 逸文（三重大学人文学部特任准教授） 

甲骨卜辭字體分類之相關研究起源甚早，是甲骨學研究的重要課題，近幾年仍有豐碩

的成果發表。透過甲骨字體之分類，能對甲骨文字材料進行更深入之分析，是以現今使用

甲骨資料時，往往附上字體類別，以供學界研究使用。本人曾整理過中央研究院歷史語言

研究所收藏之甲骨，透過何組卜辭中常見之習刻刻辭，重新對何組卜辭字體進行分類，並

指出何組各類字體遞變之情況。現今透過更多甲骨資料之比對，對何組卜辭的相關分類有

更進一步之想法，並據此補充先前之成果。此外，另以本人整理甲骨實物及分類字體的經

驗為基礎，探討現今所見甲骨文字分類的幾個問題。 

 

                                                      

（Ⅱ）從楚地卜筮祭禱簡談先秦時期之「不辜」 

鄧 佩玲（香港大學中文學院助理教授） 

在戰國楚地卜筮祭禱簡中，「思攻解於某某」的句式甚為常見，「攻解」大致可理解

為巫者以攻祭責讓作祟的鬼神，屬於禳祓巫術的一種。從楚簡的記載可知，「攻解」對象

多樣，包括「人 」、「盟詛」、「不辜」、「兵死」、「溺人」、「不壯死」等，其中，

「不辜」曾經於包山簡及天星觀簡中多次出現，乃經常被施行「攻解」的對象之一。我們

認為，「不辜」觀念的形成乃與先秦時期的死亡與鬼神思想關係密切。 

睡虎地秦簡有「不辜鬼」的記述，馬王堆帛書《經法》亦有「三不辜」之說，可知「不

辜」是當時一種相當普遍的概念。無罪而死之人之所以演化為「不辜鬼」，乃與「令終」

思想有關。古人冀求長生，但卻不得不正視死亡的現實，西周及春秋金文祝嘏辭亦有「令

終」的出現，正如《左傳‧ 昭公七年》所言：「夫匹夫匹婦強死，其魂魄猶能馮依於人，

以為淫厲」，「強死」指不病而死，屬非自然的死亡，「不辜」是為「強死」之一，所以，

楚簡所見的「不辜鬼」起源自先秦時期對於死亡的看法。 

此外，「不辜」說之產生亦具有一定的歷史背景與社會因素。「無罪」、「不辜」、

「無辜」、「何辜」等嘗見於《詩經》的「變《雅》」作品中，在字面上雖與「不辜」近
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似，但諸辭僅泛言沒犯下任何罪過而遭加害之人，可見與出土文獻「不辜鬼」的概念並不

完全相同。總括而言，《詩經》「無辜」、「無罪」之說大致是因西周時期天命觀念所影

響而產生，而戰國楚簡所見的「不辜」說則受鬼神觀念影響較大。 

 

  

（Ⅲ）張家山漢簡および岳麓秦簡の奏讞書に見る秦の歴史 

鶴間 和幸（学習院大学文学部教授） 

2007 年湖南大学岳麓書院が香港で購入した 2176 枚の秦代の竹簡には、官吏の手引き、

夢占い、算数書、律令などのほかに、奏讞書という上級官庁への再審の書が残簡を含め

て 16 件見られた。奏讞書はすでに 1983 年に出土した張家山漢簡のなかに見られ、22 件

の裁判事例のなかに 4 件の秦代の事例が含まれていた。盗牛（案例 17 始皇元年）、密通

（案例 21 始皇元年）、強盗傷害（始皇 6 年）、戦場逃亡（案例 18 始皇 27 年）がそれで

ある。岳麓秦簡の奏讞書も始皇元年（事例 11）、15 年（12）18 年（07）、20 年（10）、

21 年（06）、22 年（04、05、14）、23 年（03）、25 年（01、02）、26 年（15）、28 年

（08）と始皇帝の統一（始皇 26 年・前 221 年）の前後にわたっている。殺人、詐欺、窃

盗、戦地離脱、逃亡、文書偽造、姦通などの事件の処理は法制史の貴重な史料であるが、

ここでは統一前後の地方社会の実態を物語る貴重な社会史史料として整理する。『史記』

と出土資料との接点をさぐることが重要な作業となる。 

たとえば案例 5 の「子供は逃亡の共謀者にはならなかった事件」を見てみよう。 始皇

22（前 225）年 12 月に軍巫が「荊（楚）の廬渓を攻撃したときに、荊に逃亡した秦人の

男子 A が『小走馬の私は、十年前に母の B ともに荊に逃亡した。逃げたときは幼く、母

と逃亡のことを図ることなどできなかった。』と言っていた」と証言した。B は亡くな

っており訊問はできなかった。A は「自分は最初に逃亡したときは、年齢が 12 歳、今は

22 歳になった。すでに爵位は削られ士伍となった」と証言した。審議の結果、A の証言

の内容は確認できた。A の罪はどうなるのかを上級官庁に奏讞し、上級の吏議では A の

罪を許す意見もあり、また黥城旦に処すとの意見もあった。この事件の背景を考えると、

始皇 22 年から 10 年前、始皇 12（前 235）年には何があったのだろうか。『史記』秦始

皇本紀によれば始皇 9 年に起きた嫪毐の乱において嫪毐側の舎人 4 千余家が蜀の房陵の

地に流されていた。始皇 12 年秋には蜀に流された嫪毐の舎人が釈放された。この案件の

母子はこのとき楚に逃亡した可能性がある。このような作業を全案例について行ってい

く必要がある。 

 

  



- 3 - 

《特別寄稿》 

（Ⅰ）「紀年走馬楼三国呉簡発現二十周年長沙簡帛研究国際学術研討会」参
加記 

阿部 幸信（中央大学文学部教授） 

1996 年 10 月、湖南省長沙市の繁華街・走馬楼巷付近の建築現場で見つかった古井

戸より、おびただしい三国呉簡が出土した。総数は当初 10 余万点と報じられ、現在

では約 7 万 6 千点と下方修正されてはいるものの、それでもまとまって出土した簡牘

群としては、依然として史上最多を誇っている。ただでさえ点数が多いうえ、大半が

簿籍の断片であり、しかも半数近くが発見時点で残土に紛れてしまっていたことか

ら、整理は難航を極め、今日もなお作業は進行中であるが、それでも 2015 年までに

賦税類大木簡（嘉禾吏民田家莂）のすべてと簿籍類小型竹簡の 4 分の 3 が公開され、

数年のうちには全貌が明らかにされるものと期待されている。 

 

その長沙走馬楼呉簡の出土から 2016 年 10 月で 20 周年を迎えることを記念し、去

る 8 月 27・28 日、長沙中共湖南省委招待所において国際学術研討会が開催された。

周知のごとく、近年の中国では出土資料や古文字・古代史関連の国際学会が毎週のよ

うに開催されており、8 月の週末ともなれば、いちどきに 3 つ 4 つ重なることも珍し

くない。そうした中でも、この「紀年走馬楼三国呉簡発現二十周年長沙簡帛研究国際

学術研討会」は、故宮博物院（北京）・湖南省文化庁・長沙市人民政府主辦、長沙簡

牘博物館・故宮研究院古文献研究所承辦、日本の長沙呉簡研究会を含む 14 機関・団

体の協辦という、比較的大がかりな企画である。来賓・傍聴者を除く正式な参加者は

80 名程度と、規模こそ控えめながら、呉簡関連の業績を有する主だった研究者がほぼ

もれなく集まり、顔ぶれはすこぶる豪華であった。メディアの入りも通常よりだいぶ

多く、取材ぶりも熱心であったように思う。 

 

日本側参加者（窪添慶文・関尾史郎・伊藤敏雄・鷲尾祐子・安部聡一郎の諸氏と阿

部）は、25・26 日に相次いで現地入りした。26 日、わたしは到着が晩かったため外

で食事をとり、宿舎に戻って休もうとしたところ、路上で出くわした 20 名ほどから

なる北京組若手一行（社会科学院戦国秦漢史研究室・清華大学・北京師範大学の面々）

に捕獲され、ザリガニとヘビを肴に夜半までしこたま飲むことになったので、27 日の

開会式の記憶は明瞭でない。もっとも、そこでの挨拶の多くは、呉簡研究とは無縁な

立場からなされた単なる祝賀メッセージであったから、いちいち区別して記憶してい

るほうがどうかしている。そんな中、日本の呉簡研究の歩みを簡潔かつ要領よく紹介

した窪添氏のご挨拶は、長年呉簡に触れてきた研究者ならではの実感と具体性に富ん

だもので、他とは一線を画していた。取材陣もそれを敏感に嗅ぎとったらしく、開会

式直後の休憩時間、窪添氏のもとに記者が群れをなしたことは言うまでもない。 

 

27 日午前の後半は、長沙簡牘博物館館長の李鄂権氏の主題報告のあと、以下の 4 つ

の大会発言が続けて行われた。 

○関尾史郎（新潟大学）「長沙走馬楼出土呉簡所見臨湘地域社会的特質」 
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○王素（故宮博物院）「“画諾”問題縦横談」 

○侯旭東（清華大学）「湖南長沙走馬楼三国呉簡性質新探」 

○楊振紅（中国社会科学院）「出土簿籍簡与秦漢時期的“編戸斉民”」 

 

このうちもっとも注目すべきは、侯旭東氏の報告である。氏が長らく注力してきた

米簿の復元作業の結果を踏まえつつ、さらに長沙呉簡全体の性格にまで論及したもの

で、それによれば、長沙呉簡は臨湘侯国の主簿および主記史の保管していたもので、

主に倉曹・戸曹が上呈した部分的な簿籍にすぎないという。この見解に従えば、長沙

呉簡から完全な簿籍は復元できないし、名籍類竹簡といわれているものも戸籍そのも

のではない、ということになる。大会発言に対する質疑応答の時間は設けられなかっ

たので、公の場での討論はなかったが、私が会期中に中国の諸氏と交流する中で一番

話題になったのはこの報告であったから、会場に与えたインパクトも相応に大きかっ

たはずである。11 月 1 日、首都師範大学において侯氏による同内容の講演会が開かれ、

長沙の会議にも参加していたコメンテーターの凌文超氏（社会科学院）とのあいだで

激論が闘わされたとのこと、侯説に対する反応（反発？）は、今後も当分続くであろ

う。ただ、布簿の復元に取り組んだことがあるわたしの素朴な実感として、侯説には

説得力があるように思われることを付言しておく。 

 

27 日午後・28 日午前は、2 つの小組に分かれて進行した。わたしは簿籍・文書関係

の報告を主とする第一小組に配されていたが、制度・社会関係の第二小組と行ったり

来たりしていたため、いずれか一方の小組全体の流れを追うことはできない。もっと

も、お決まりのとおり、一報告 15～20 分程度で討論の時間はほとんどない状態であ

ったから、実際問題として、系統だった議論はなかったと言ってよかろう。個別報告

に関しては、当日の報告を中心とした論文集が 2017 年に刊行される予定なので、詳

細はそちらに譲りたい。わたしの聞いた中では、張栄強（北京師範大学）「“小” 

“大”之間――戦国秦漢課役身分的演進」・魏斌（武漢大学）「漢晋上計簿的文書形

態」（以上第一小組）・鷲尾祐子（立命館大学）「嘉禾四年‐六年吏民簿所見夫婦齢

差」・王万雋（中国文化大学）「東漢三国武陵郡屯戍体系与武陵蛮」（以上第二小組）

がとくに興味深かった。これらの報告は 28 日午後の閉幕式における小組総結（第一

小組：羅新〔北京大学〕、第二小組：鄔文玲〔社会科学院〕）でも特別に言及されて

いたから、わたし個人に限った印象ではないと思う。また、第一小組総結の中では、

日本らしい緻密な分析に基づく研究として、安部聡一郎（金沢大学）「走馬楼三国呉

簡所見“郷”与“丘”対応関係的再研究」（第一小組）も紹介されていた。 

 

28 日午後の閉幕式は、上記の総結のほか、故宮博物院の関係者による挨拶が複数あ

った。中でも王素氏からは、日本の長沙呉簡研究会との交流や日本の学者の貢献につ

いて、とくに言及があったことを記しておく。 

 

会議本体以外の活動としては、27 日夜に長沙簡牘博物館の特展「湖南地区出土簡牘

展」の参観があり、いま話題の五一広場東漢簡や益陽兎子山簡牘をはじめ、湖南簡牘
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の全容を再確認することができた。閉幕式後の 29 日には湖南省文物考古研究所を訪

問し、同研究所の張春龍氏より兎子山簡牘の整理状況や内容に関する詳細な説明を受

けたと仄聞しているが、日本側参加者は 29 日朝に全員長沙を離れたので、現場の様

子は承知しない。また、28 日夜には地元で開かれていた青少年向け音楽祭のラストコ

ンサートである牛牛のリサイタルに招待された。90 後ではもっとも活躍している若手

ピアニストである。お世辞にもよい環境とはいえなかったが、さすが牛牛、充分に楽

しませてくれた。 

 

全体として、本会議は長沙呉簡出土 20 周年記念にふさわしく活況を呈したが、そ

の一方で、呉簡研究の抱える限界や課題が集約的に示された場でもあったように思

う。主だった呉簡研究者が集ったとは言い条、中国大陸・日本・台湾・韓国・アメリ

カ（人数順）と限られた範囲からの出席にとどまったうえ、韓国・アメリカは研究報

告なし、台湾の報告者も 3 名であったから、つまり 80 名あまりの参加者のうち 9 割

近くが中国大陸の学者、残りの多くは日本人だったことになる。これは、呉簡研究の

裾野が大陸と日本にしか広がっていない現状をみごとに反映している。報告の多く

も、20 年前と相も変わらず、呉簡中の特定の文言をとりあげて云々する類のもので、

平面分布図や立面示意図・掲剥示意図はおろか、写真版にさえ碌に目を通していない

ものがあるのには恐れ入った。まして、簡牘の形態的特徴や簿籍の構造までふまえた

議論は、驚くほど少なかった。精密さが欠けているばかりだけならまだしも、大局的

視野も希薄で、両湖地区とは、漢魏交替期とは、孫呉政権とはといった問いかけもほ

とんど見受けられず、率直に言って、牛牛の鮮烈なラ・カンパネラに並ぶような印象

を与えるものがはたしていくつあったか、いささか心許ない。後日、さる外国の若手

が、「関尾氏のご報告により、日本の学者が呉簡をとおして孫呉政権下の長沙一帯を

どのようなものとして見ているかを理解できたことが収穫だった」と語ってくれた

が、その言葉を素直に信じてよいなら、これが唯一の救いである。 

 

前途は多難であるが、侯旭東氏によって 20 年ぶりに改めて発せられた「長沙呉簡

とは何か」という問いが、これからの呉簡研究の新しいスタートとなることを期待し

たい。なお、この 20 年に得られた主だった呉簡研究の成果については、本研討会に

あわせて刊行された長沙簡牘博物館〔編〕『走馬楼呉簡研究論文精選』上下巻（岳麓

書社）にまとめられている。併せ読まれたい。 
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（Ⅱ）“第一屆出土文獻與中國古代文明硏究協同創新中心境外硏究生暑期硏
修營”參加記 

石原 遼平（東京大学大学院人文社会系研究科博士課程） 

去る 2016 年 8 月 13 日―28 日、“第一屆出土文獻與中國古代文明硏究共同創新中心

境外硏究生暑期硏修營”が開催された。主催者の出土文獻與中國古代文明硏究共同創

新中心は淸華大學を牽頭單位として 11 校が參加する超大型プロジェクトであり、金

文與靑銅器硏究・簡帛硏究・戰國文字硏究・文字文物保護及相關技術硏究・古史重建

硏究・古典學重建硏究の 6 つのテーマで共同硏究が行われている。本硏修營は中國大

陸外の大學に在籍し、上記のテーマに關連する硏究を行っている大學院生を對象とし

た 14 日閒の集中講義である。初回の今回は臺灣・香港・アメリカ・イギリス・フラ

ンス・イタリア・日本の大學に在籍する 24 名の大學院生が參加した。硏修營は主に

復旦大學と淸華大學の二會場で行われ、總勢 27 人の著名な硏究者が甲骨文から簡帛

金石まで樣々な出土資料に關する講義をするという他に例をみない規模の集中講義

であった。以下に講義の内容を簡單に紹介したい。 

 

初日の 8 月 13 日はまず復旦大學の裘錫圭敎授による講義から始まった。内容は古

文字學の分野で海外の硏究者によってもたらされた重要な創新(イノベーション)の紹

介であり、貝塚茂樹・David N. Keightley など日米を中心とした古文字硏究の成果が紹

介され、最後は最近の學界に對する「創新は重要だが、創新それ自體を目的として創

新を行ってはならない。」という警句で締めくくられた。續いて葛亮敎授の講義が行

われた。「古文字數字化資源的使用與建設」と題し、古文字硏究に活用できるウェブ

サイトやソフトウェアを紹介するものであった。各種工具書の串刺し檢索や甲骨文字

・金文・簡牘文字のデータベース、論文の全文檢索などの有用なウェブサイトやソフ

トウェアが多數紹介された。午後には謝明文敎授が「金文錯誤考釋擧例」と題して講

義を行った。内容は謝敎授がこれまでに誤って理解されていることを指摘した金文の

文字を幾つか具體的にとりあげ、論證の過程を紹介するものであった。非常に多くの

用例を集め字形・文脈などから總合的に判斷する方法は信賴できるものであった。 

 

8 月 14 日午前は周波敎授が「春秋戰國金文硏究」と題して講義を行った。東周から

戰國に至るまでの金文の變遷と各國における字形の違いなどが紹介された。午後は施

謝捷敎授が「戰國秦漢璽印硏究」と題して講義を行った。古代璽印の起源について殷

墟などから實際に出土した古印の例を示しつつ、現在發見されている古印のうち早期

のものは基本的に戰國期のものだが、一部に春秋期のものが混じっていることは疑い

ないと指摘し、春秋時代には普遍的に印璽が使用されていたとする見解には疑義を呈

した。古代璽印の價値について古代璽印は簡牘を除けば最も量の多い文字資料である

と指摘し、「嗌耳」や「廣邦」など璽印資料を用いることで解釋できる簡牘所見の人

名などが紹介された。古代璽印の名稱について施敎授自身が集めた拓本や寫眞などを

用いて、二合印・三合印・五合印などの合印や一面に秦の文字を刻み、もう一面に齊

・楚・晉などの文字で同文を刻む二面印の實例が多數紹介された。 
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8 月 15 日午前は郭永秉敎授が「戰國秦漢簡帛文字」と題して講義を行った。内容は

主に戰國秦漢期の簡牘・帛書の文字の變遷と多樣性に關するもので、「安」・「死」

などの字體を例に一方向の直線的な變化としては説明のつかない變遷が示された。大

まかな傾向としては古隸が日常の書寫の中で通俗隸體として新隸に變化し、古隸が美

化を經て八分となり、速度を追求した場合に古隸から章草へと變化していったこと、

さらに新隸・八分・章草が互いに影響しあって變化したことが指摘された。午後は鄥

可晶敎授が「簡帛硏究」と題して講義を行った。ここでは各地で出土した戰國簡帛文

字資料が網羅的に紹介された。 

 

8 月 16 日午前は程少軒敎授が「簡帛數術文獻簡介」と題して講義を行った。Skymap

や Stellarium などの天體シミュレーションソフトを用いて帛書「五星占」を解釋する

方法や「算數書」にみられる最大公約數の求め方、五行を圖示した式盤（勾繩圖）の

變遷など多樣な簡帛數術文獻に關するテーマが初心者にもわかりやすく講義された。 

午後は劉嬌敎授が「考古資料與先秦秦漢古籍的整理」と題して講義を行った。今本『晏

子春秋』と銀雀山簡本『晏子』および八角樓漢簡・北大簡・居延漢簡・上博簡にみら

れる『晏子』斷片や類似の説話を集めて篇章・語句の比較檢討が爲された。 

 

8 月 17 日午前中は葛亮敎授の解説で上海博物館の靑銅器展示を參觀した。 

 

8 月 18 日午前は汪少華敎授が「考古發現與中國古代名物制度」と題して講義を行っ

た。内容は出土した遺物を用いて文獻資料の語を解釋するものであった。樊噲が鴻門

之會で酒を飮んだとされる「斗卮」の「斗」は衍字とされる場合があったが馬王堆か

ら實際に一斗の容量の卮が出土していること、『左傳』僖公五年の「輔車相依」の「輔」

は河南瑠璃閣から出土した車輪などに見られる補強材だと考えられること、『左傳』

成公二年の「不介馬」の「介」は甲冑だと考えるべきことなどが指摘された。午後は

張小豔敎授が「敦煌變文整理漫談」と題して講義を行った。實際に敦煌藏經洞文獻中

の説話を講讀しながら、俗字別字が多い・口語表現（所謂宋元白話）が多い・假借が

多い・佛敎に關する内容が多い・符號が特殊であるなどの敦煌變文の特徵が示された。 

  

8 月 19 日午前は陳劍敎授が「古文字學考釋」と題して講義を行った。「卒」と「衣」

字や「戴」と「捷」字が同形で表記される場合がある理由などを字形を遡って説明し、

古文字を硏究する際には「證據」と「假説」・「解釋」を嚴密に區別しなければなら

ない事が強調された。以上で復旦大學における講義が終了し、午後に上海の部の結業

式が行われた。結業式では參加者全員に裘錫圭敎授から結業證書が手渡された。 

  

8 月 20 日は安陽への移動日であったが、當日の夜に殷墟の參觀と講座が豫定されて

いたため、上海のホテルを出發したのは朝は三時半であった。高速鐵道で上海から鄭

州に移動し、バスで安陽に移動した。安陽に到着し、ホテルに荷物を置くとすぐに殷

墟に向かった。殷墟地下にある講義室で唐際根敎授による殷墟硏究の講義が行われ

た。ユーモアを交えた刺激的な講義で旅の疲れも吹き飛んだ。講義では王宮周邊に埋
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められた人骨に關して、一つの穴ごとの人數や頭蓋骨の特徵から羌の生贄である可能

性が高いこと等が指摘された。また最新の發掘成果も紹介された。中でも筆で文字を

記した玉板に簡牘を髣髴とさせるような縱の罫線が引かれていたのは興味深かった。

講義の後は夜の殷墟を散策した。 

  

8 月 21 日午前は中國文字博物館を參觀した。午後は安陽市博物館を參觀した。安陽

市博物館には數年前に一度訪れたことがあったが、展示内容は當時と一變していた。

以前は安陽出土の靑銅器が中心の展示であったが、現在は近年の南水北調工事によっ

て出土した各地の墓葬明器などの遺物が所狹しと集められており、非常に見ごたえが

あった。夜は高速鐵道で安陽から北京に移動した。 

  

8 月 22 日から淸華大學での講義が始まり、午前は李學勤敎授が「淸華簡導論」と題

して講義を行った。内容は主に淸華簡の整理と保護に關するものであった。淸華簡の

整理を主導している李學勤敎授ならではの裏話が滿載の樂しい講義であった。淸華簡

は遲くとも 2006 年までには香港骨董市場に流出していたものの、僞簡といっしょに

流通していたために、ほとんど誰も注目していなかった中で、「立廿(二十)又一年，

晉文矦 (仇)乃殺惠王于 (虢)」と書かれた簡を見て本物が混じっていることを確信し

たエピソード、簡を水につけておくため大きな盆が必要であったが、初めに準備した

外科手術用のトレーは小さすぎ、食堂で使う大型のバットがちょうどよかったという

エピソード、同年 12 月に C14 年代測定をする際に無字簡ではなく有字簡の一部を切

り取って鑑定するべきだという意見もあったが、保存こそが第一の使命であるという

理由で李學勤敎授が反對し、無字簡を使って測定することになったエピソードなどが

紹介された。午後は朱鳳澣敎授が「北大藏秦漢簡牘硏究的新收穫」と題して講義を行

った。北大簡の入藏經緯と槪要が紹介された後、『老子』、「反淫」、「爲吏之道」、

『蒼頡篇』、「敎女」、「公子從軍」などの内容が具體的に紹介された。 

  

8 月 23 日午前は陳致敎授が「金文中的套語與韻語」と題して講義を行った。内容は

金文に散見される「日就月將」、「以雅(夏)以南」などの決まり文句（formulaic expression）

を『詩經』や古代樂器などと關連させて論じるものであった。午後は劉樂賢敎授が「簡

帛日書硏究」と題して講義を行った。出土した樣々な日書が紹介され、日書は戰國秦

漢期の人々が日常生活の中で凶を避け吉に向かうために作られたマニュアルであり、

軍事や國家の大事にはほとんど言及されないこと、日書の内容は時代と地域によって

差があるが、少なくとも建除・叢辰などの選擇方法は備わっていることなどが指摘さ

れた。 

  

8 月 24 日午前は程薇敎授が「淸華簡《傳説之命》硏究」と題して講義を行った。内

容は『尚書』説命の散逸時期の考察および淸華簡「傳説之命」の讀解であった。晝は

淸華簡の保管庫に行き淸華簡を實見した。淸華簡は非常に低い温度の部屋で純水を張

ったバットの中に保管されていた。光による劣化を防ぐために簡は文字のある面が下

に向けられており、バットには光を通さない蓋がかぶせられていた。簡の保存狀態は
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極めて良好で直前に書かれたものかと見まがうような黑々とした文字を見ることが

できた。午後は李均明敎授が「簡牘文書講座」と題して講義を行った。ここで李均明

敎授のいう簡牘文書とは簡牘を典籍と文書の二種に大別したもので、公文・帳簿・契

約・書信などを廣く含む。講義の内容はこの文書簡牘の分類とそれぞれの特徵を紹介

するものであった。李均明敎授は司會を擔當した趙平安敎授から「世界で最も多くの

簡牘の整理に携わった人です」と紹介された通り、過去に多くの簡牘を整理し、現在

でも多く簡牘の整理に參加している。その李均明敎授から最新の簡牘の整理狀況や出

版計畫の情報を得られたことも有意義であった。 

  

8 月 25 日午前は李守奎敎授が「出土文獻與楚史」と題して講義を行った。包山楚簡

や淸華簡「繫年」・「良臣」・「越公其事」などを用いて楚の歷史を再檢討するもの

であった。その一例として鷄父之戰が行われた地理的位置の檢討が紹介された。また、

初學者が楚簡を學ぶ方法について楚文字と傳世文獻を多く讀み込むことが重要だと

いうアドバイスもあった。午後は廖名春敎授が「新出簡帛與思想史硏究」と題して講

義を行った。内容は馬王堆帛書、郭店楚簡、北大簡などの記載をもとに傳世文獻の解

釋を再檢討するものであった。「乾坤」の本來の意味、六經の成立と順序、『老子』

の成立、『老子』の「大器晚成」の本來の意味などについての考察があった。 

  

8 月 26 日午前は賈連翔敎授が「竹簡形制硏究」と題して講義を行った。内容は主に

簡牘册書の作成と書寫に關するものであった。簡牘製作の工具・簡の背面の劃線がい

つ何のために引かれたか・簡牘文字の筆順・書き手・校正者・簡册の卷き方など樣々

な考察があった。午後は陳穎飛敎授が「靑銅器與金文硏究」と題して講義を行った。

内容は主に靑銅器および金文に關する宋代以來の硏究史であった。多くの靑銅器著錄

に基づいて硏究史が紹介された。 

  

8 月 27 日午前は劉國忠敎授が「淸華簡與《逸周書》硏究」と題して講義を行った。

内容は今本『逸周書』と大盂鼎や淸華簡「命訓」等の比較硏究や慈利楚簡にみられる

『逸周書』大武や淸華簡「程寤」の紹介などであった。午後は馬楠敎授が「漢書藝文

志與出土古書」と題して講義を行った。内容は『七略』や『漢書』藝文志などの目錄

に關する諸問題であった。簡牘の長さや一簡の文字數によって諸典籍の脱簡の問題や

一卷の簡の數について論じる方法は興味深かった。 

  

8 月 28 日午前は黃天樹敎授が「甲骨文專題」と題して講義を行った。最近綴合され

た合 7139＋合 40663+合 11454+合 583 を讀解しながら、合 40663 と合 11454 の綴合に 

よって復元された通常の車字 とは異なるという字形 が、一文字で車の輈が折れ 

たことを示しているとし、一字で一文節を表す場合があると指摘された。以上で淸華

大學における講義が終了し、午後に安陽・北京の部の結業式が執り行われた。結業式

では李學勤敎授から參加者に結業證書が手渡された。 
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以上のように講義は非常に充實したものであった。これに加えて世界各地の大學院

生と交流し、各地の中國硏究の狀況を知ることができたのも有意義な經驗であった。 

  

本硏修營は今後定期的に開催されることが豫定されているようである。次回以降に

參加を希望する學生の參考に供するため今回の硏修營での生活面の條件も付記して

おきたい。今回は全日程で一人部屋のホテルに居住し、朝食はホテルのビュッフェ、

晝食・夕食は主に大學の食堂で好きなものを選んで食べることができた。航空券代と

會場までの交通費は自己負擔であったが、食費・宿泊費・國内移動費など滯在中の費

用はすべて主催者側が負擔してくれるので、會場にたどり着きさえすれば金錢面での

心配はいらない。ただし、次回以降に條件が變更される可能性もあるため、確認をし

ていただきたい。 
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《学会彙報》 

○大会委員会より 

（１）「例会」より「大会」への名称変更について 

これまで当学会では毎年度７月・１２月に「例会」、３月に「大会」を開催してま

いりました。しかし、例会と大会との間には総会の有無以外に異なるところがないも

のの、業績評価において例会報告・大会報告に差のつく場合がありました。そこで、

２０１６年度より「例会」の名称を「大会」に変更し、あわせて大会を７月（第１回

大会）・１２月（第２回大会）の年２回開催とすることになりました。それに伴い、

例会委員会の名称も大会委員会へと変更いたしました。ご理解賜りますとともに、今

後ともご支援のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

（２）2016 年度第 1 回大会（総 66 回）が、2016 年 7 月 2 日（土）、東京大学を会場に

開催されました。 

 

○会報委員会より 

（１）2012 年 7 月 21 日に開催された臨時総会において、「中國出土資料學會著作權規定」

が承認され、即日施行されました。本会報については第 46 号（2011 年 3 月発行）か

ら同規定が適用されます。対象となる各号掲載の著作物の利用に際しては、同規定の

定めるところにより処理されることになりますので、希望される方は、ＨＰ掲載の利

用申請書をダウンロードして事務局まで申請してください。 

（２）年３回、例会・大会開催時に合わせて発行される本『中國出土資料學會會報』は、

新しい学術情報をできるだけ早く提供することを目的として編集されています。 

会員各位におかれましては有益な情報を入手されたら、是非とも会報委員会に原稿

の提供をお願い致します。中国における最新の学界動向、遺跡発掘の模様、学会参加

記、新刊紹介など、広く提供するに足ると感じられた情報であれば何でも結構です。 

原稿は随時受け付けておりますので、事務局宛電子メールの添付ファイルとしてお

送りください。今後会報の内容を一層充実させるため、会員諸氏のふるってのご寄稿

をお待ちしております。 

 

○機関誌委員会より 

（１）『中國出土資料研究』第 21 号の締切について 

2010 年度大会（2011 年 7 月 16 日開催）および 2011 年度大会（2012 年 3 月 10

日開催）にて、『中國出土資料研究』の投稿要領改定が承認されております。第

21 号の投稿締切日は、2016 年 12 月末日です。 

 ふるってご寄稿下さいますよう、お願い申し上げます。  

（２）『中國出土資料研究』の奥付について 

機関誌では、その奥付記載発行日と実際の出版日との間のずれが大きいことに由

来する問題が生じておりました。そこで、第 20 号からはその日付を一致させるこ

とになりました。最新第 20 号の奥付は 2016 年 7 月発行となっております。 

（３）『中國出土資料研究』原稿送付先について 

原稿の送付先は、会報末尾記載の事務局住所宛にお願いいたします。その際、メ
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ールアドレスもお知らせ下さい。 

 

○事務局より 

（１）払込みにて年会費の納入をご希望の方は、ゆうちょ銀行の以下の口座にご入金下

さい。 

口座番号：00180-5-13124 

受取人：中国出土資料学会 

 なお会費は、 

通常会員・準会員   年額４０００円 

学生会員・海外会員  年額２０００円 

です。 

（２）住所変更等が生じた場合は、書面にて下記宛にご連絡下さい。 

〒113-0033 東京都文京区本郷７－３－１ 

東京大学文学部 大西研究室 

 中国出土資料学会（事務局） 


